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草津市
②学校と地域の

課題

学校支援ボラン
ティアの確保・育

成

高齢化により、ボランティア
活動から退く方が増えてお
り、社会全体で子どもを育ん
でいく体制を確かなものにす
るために、活動への協力者、
後継者の育成や人材の発掘が
課題となっている。

事業毎（短時間毎で）ボラ
ンティアを募集する等、参
加しやすい環境を整えた。
また、事業を通して学校と
地域との関わりを増やし、
地域の方に事業に対して好
印象を持ってもらい、継続
的に協力してもらえるよう
にしている。

地域との連携や市内にある大学との
つながり、地域コーディネーター間
のつながりなどを深め、各小・中学
校の事業において新しい人材（活動
への協力者）を増やす。あるいは、
各小・中学校の事業において活動に
協力していただく分野を増やす。

活動の協力者の裾野の広がり
や新しい人材を増やすことに
よって、子どもの学びがより
豊かになる。

県アンケート「地域と学
校の連携協働によって、
子どもの主体的な学びに
つながったり、子どもの
学びが深まったりしまし
たか」の設問に対しての
「そう思う」、「まあそ
う思う」への回答数

90 ％ 100 100 3

地域の方と接しながら様々なことを体験させてもらう
ことで、子どもたちの学習に対する意欲や主体的に取
り組もうとする気持ちが高まった。また、子どもが学
んだことを地域に発信し、地域に還元することによっ
て、協力したり発表を聞いた地域の方々も地域をより
良くする為の行動意欲が向上し、良い効果が生まれて
いる。
地域でかかわっていただいている方の高齢化が課題。

https://www.city.kusatsu.shi
ga.jp/kosodate/kozagakushu
/shougaigakushu/chiikikyoud
ougakkou/kyodokosuishin.ht
ml

令和６年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」交付申請（実績報告）関係様式

●Ｒ６年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

□アウトカムの達成度に関する評価
　当該年度におけるアウトカムの達成度（課題の解決・改善の進捗度）
を、５段階で自己評価してください。実績値が集計中のため記載できない
場合は、空欄で構いませんが、集計が完了次第、改めて提出してくださ
い。

　５：本年度の目標値を大きく上回り、設定していた課題が解決した
　４：本年度の目標値を上回り、課題の解決に向けて大きな成果が見られ
た
　３：本年度の目標値を達成し、課題の改善が見られた
　２：本年度の目標値を下回り、取組の工夫・改善が求められる
　１：本年度の目標値を大きく下回り、取組の根本的な見直しが求められ

□アウトカムの達成度に関する分析（事業における成果、課題、改善点等）

・「アウトカムの達成度に関する評価」に対する分析を行い、その結果を具体的に記載して
ください。

・目標値を達成し、課題の解決・改善が見られた場合は、本事業における成果を具
　体的に記載するとともに、目標達成のために行った工夫や次年度に向けた改善点
　などを記載してください。目標値の達成に至らなかった場合は、その要因を具体
　的に記載するとともに、事業実施上で課題となっていることや次年度に向けた改
　善点などを記載してください。

・実績値が集計中のため記載できない場合は、その旨を記載した上で、実績値以外
　の資料を基に、実績報告時における成果、課題、改善点等を記載してください。
　実績値の集計が完了次第、改めて提出してください。

□本年度の実績値

「目標の達成度を測る指標」につい
て、本年度の実績値を記載してくださ
い。
　実績値が集計中のため記載できない
場合は、「集計中」と記入してくださ
い。集計中の場合は、集計が完了次
第、改めて提出をしてください。
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